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I.は じ め に

いかなる年齢層にあってもQOL (quality of life)

を高めるための努力は,快適な生活を送る上で不可欠

である。この意味では,う歯や歯周疾患のない健康で

良好な口腔環境を維持しておくこともこれからの高齢

社会にむかって大切な要素であろう。そのためには,

健全な生活習慣に基づいた生活行動,食習慣,そして

口腔内の健康管理のための定期的健診,早期治療と

いった健康意識の確立とその実践を乳幼児期,学童期

はもとより,青年期,壮年期おいても継続して行うこ

とが重要となってくる。

一方,私たちは新しい情報とともに健康態度も変化

させている｡例えば近年の歯科保健領域でみると,8020

運動の推進化,歯科健診にCO･GOの判断の導入,砂

糖摂取の制限化に伴う低カロリー食品あるいは代替甘

味料食品の普及,歯磨き用材料の多様性や機能強化な

ど多くのことがらがあげられる。従って,過去にさか

のぼって健康意識や行動を検証することは,これらの

情報がどう生かされ,継続させているかなどについて

知ることができ,また,これからの健康教育や保健指

導上大いに意義があると思われる。

しかし,小学生から大学生を対象としてそれぞれの

栄養摂取・運動・疲労とライフスタイルや健康評価な

どについての報告1)~11)は多くみられるが,小学生時か

ら大学生時までの年次的な変化を調査したもの,さら

に,歯科保健行動の項目をとり入れての報告はあまり

見られない。そこで今回,筆者らは男女大学生を対象

として小学生時から現在時までを年代区分化し,彼ら

の生活習慣,栄養摂取,歯科保健行動などについてア

-

ンヶ一卜による調査を行い,それぞれの時期にみられ

る健康意識や保健行動の変化あるいは継続性について

年代区分別,男女別に比較検討し,短報とした。

II.研 究 方 法

1.調査対象者および調査時期

全国7大学･短期大学1~4年生の男子大学生計558

名および全国9大学・短期大学の1~4年生の女子大

学生計919名を対象とした。男子は1998年10月~12月

に,女子は1997年10月~12月および1998年10月~12月

に,各大学での授業時に担当者がアンヶ-ト用紙を配

付し,その場で記入しト部は自宅持ち帰り記入),回

収した。対象者の特性(大学別人数,年齢分布,平均

年齢)を表1に示す。

なお,女子大学生の一部対象者については先行研

究12)として発表したが,今回はさらに調査対象者数を

増やしての検討である。

2。調査内容

内容は,それぞれの年代区分における生活習慣,栄

養摂取,甘味嗜好,歯科保健行動などについての40項

目の質問であり,年齢記入以外はすべて選択肢(複数

回答なし)による(資料1)。回答する年代区分は,「小

学校低学年時」,「小学校高学年時」,「中学生時」,「高

校生時」および「大学生時(現在時)」とした。小学校

時については乳歯期の低学年時と永久歯が始まる高学

年時を考慮して分けた。

3.分析方法

データの集計および分析にはSPSS 6.1, Excel v5
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表1 調査対象大学生の特性
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(いずれもMacintosh版)およびExcel 97 (Win 95

版)を使用し,各年代別,男女別の検討を行った。ま

た,有意差の判定には,χ2検定またはFisherの直接

確率計算値を用い,5%および1%水準で行った。

IⅡ｡結 果

質問の内容を生活習慣等,栄養摂取等,甘味嗜好等,

歯科保健行動等にわけ,主な項目について検討した。

表は紙面の都合上,各質問文に対して肯定的回答(「は

い」,「よくあった」+「たまにあった」)のみとし,回

答数(%)で記載した。

1.生活習慣等(表2)

「しつけの厳しさ」一男女とも,父親,母親のしつ

けの厳しさがふつうであったと答えたものが多く過半

数の54~60%を占めたが,いずれも母親の方がより厳

しかったと感じている。特に,男子大学生は母親に対

して35.0%と最も高い値を示した。父親,母親の両方

に対して男女間に有意な差がみられた｡(それぞれp<

0.01,p<0.05)

「朝食」一男女とも,小学校低学年時,高学年時に

は92~95%と,ほとんどが朝食を摂っていたが,中学

生時,高校生時となるにつれ減少していき,大学生時

では男子40.0%,女子58.7%となった。中学生時以降

表2 生活習慣等に関する年代区分別および男女別回答数(%)と関連性
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大学生時までは男女間で有意な差がみられた｡(それぞ

れp<0.05,p<0.01,p<0.01)

「夜食」一朝食の場合とは逆に,夜食を摂るものが

年代が進むにつれて増えていった。男子では小学生低

学年時11.5%から大学生時55.8%と急増したが,女子

では高校生時が34.6%と最も多かった。すべての年代

の男女間で有意な差がみられた。(すべてpく0.01)

「間食」一間食を摂るものは男女とも年代進行でも

あまり変化はみられなかったが,男子で約50%,女子

で約70%と常に女子の比率が高かった。すべての年代

の男女間で有意な差がみられた。(すべてp<0.01)

「運動」一運動をよくしたものは男子では中学生時

が最高で77.9%となり,大学生時には49.5%と減少し

た。一方女子は,中学生時の65.6%を最高に,大学生

時の16.8%に急減していた。すべての年代で男子の方

が比率が高く,男女間で有意な差がみられた。(すべて

p<0.01)

「排便」一規則正しい排便のあったものは年代が進

むにつれて減少し,男子では高校生時まで90%近くで

あったが,大学生時には74.9%となった。女子では,

小学生時が約75%,中学生時が約60%,高校生時,大

学生時が約50%と減少した。すべての年代で男子の方

が比率が高く,男女間で有意な差がみられた。(すべて

p<0.01)

「ストレス」-ストレスを訴えたものは男女とも中

学生時から多くなり,大学生時に約30%を示した。女

子の方がストレスをやや多く訴えており,中学生時以

降男女間で有意な差がみられた。(すべてp<0.01)

「健康意識」一健康に気をつけていたかについては,

全年代ともふつうとする回答が最も多いが,小学生低

学年時~中学生時はいいえが次に多い。しかし,高校
一

生時以降ははいが次に多くなり,大学生時で男子は40｡
-

8%,女子は41.8%となる。すべての年代で男女間で有

意な差がみられた。(すべてp<0.01)

2。栄養摂取等(表3)

「タンパク質摂取」-タンパク質の多い食品をよく

摂っているものは,男女とも小学生低学年時から高校

生時までは約90%であったが,大学生時には約80%と

減少した。すべての年代において男女間に差はみられ

表3 栄養摂取等に関する年代区分別および男女別回答数(%)と関連性
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なかった。

「炭水化物摂取」―炭水化物の多い食品をよく摂っ

ているものは,小学校低学年時から高校生時まであま

り変化はみられす,男子は87~89%,女子は92~93%

を示し,大学生時に男子は79.3%,女子は86.9%とや

や減少した。すべての年代で女子の方が比率が高く,

男女間で有意な差がみられた。(高校生時のみp<0.

05,他はp<0.01)

「脂質摂取」一脂質の多い食品をよく摂っているも

のは,男子は小学生時は約70%,中学生時,高校生時

は約76%と増加したが,大学生時には67.3%と減少し

た。一方女子は,高校生時まで70%前後とはぼ一定で

あり,大学生時に57.3%と減少した。高校生時と大学

生時に男女間に有意な差がみられた｡(それぞれp<0.

05,p<0.01)

「ビタミン類摂取」-ビタミン類の多い食品をよく

摂っているものは,高校生時までは男子が約70%から

約80%へ,女子が約80%から約90%へと増加がみられ

たが,大学生時には男子63.4%,女子75.4%と減少し

た。すべての年代で女子の方が比率が高く,男女間で

有意な差がみられた。(すべてp<0.01)

「無機質摂取」一無機質の多い食品をよく摂ってい

るものは,男子は高校生時までは約80%で変動がなく,

大学生時に約60%と急減した。また,女子は高校生時

までは70%前後で変動し,大学生時には約60%と低下

した。すべての年代で男子の方が摂取比率が高く,中

学生時と高校生時に男女間に有意な差がみられた｡(す

べてp<0.01)

「甘味嗜好」一本人の甘味嗜好について好きと回答

したものは,男子では小学生時は約50%,中学生時以

降は約40%を示したが,女子はすべての年代で約

55~59%を示し,ほとんど変動していない。女子の方

が甘味嗜好が強く,小学校高学年時以降男女間に有意

な差がみられた。(小学校高学年時のみp<0.05,他は

pく0.01)

「甘味制限」一甘いものを食べないように気をつけ

ていたものは全体的に少なく,高校生時以降に増加し

たが,大学生時で男子は15.4%,女子は21.0%である。

割合が小学校高学年時の3.3%から年代が進むにつれ

て増加し,大学生時では18.9%となった。高校生時,

大学生時に男女間に有意な差がみられた。(すべてp<

0.01)

「清涼飲料」一清涼飲料をよく飲んだものは全年代

において男子が多く,小学生時は約45~50%であった

が,中学生時約60%から急増し,大学生時には78.3%

となる。すべての年代において男女間に有意な差がみ

られた。(すべてp<0.01)

「ダイエット経験」-ダイエットの経験したものは

男子では高校生時から増え15.5%,大学生時に17.8%

であった。一方女子は多く,中学生時の21.2%から大

学生時の45.0%と急増する。中学生時以降男女間に有

意な差がみられた。(すべてp<0.01)

3。歯科保健行動等(表4)

「歯科医院」-かかりつけの歯科医院の存在は年齢

が進むにつれて男子は60.0%から30.9%,女子は73.

3%から44.8%へと減ったが,中学生時以降の減少率が

大きい。すべての年代で女子の方が比率が高く,男女

間で有意な差がみられた。(すべてp<0.01)

「早期治療」一歯の治療を早めに受けたかについて

は,かかりつけの歯科医院の場合とほとんど同一の変

動であった。すべての年代で女子の方が比率が高く,

男女間で有意な差がみられた。(大学生時のみp<0.

05,他はp<0.01)

「定期歯科健診」一定期的に歯科健診を受けている

と回答したものは,小学生時の約30%から,大学生時

の約10%の減少であり,中学生時以降に差がみられた。

また,前記と同様すべての年代で女子の方が比率がや

や高く,一部男女間で有意な差がみられた。(小学校低

学年時はp<0.01,小学校高学年時,高校生時pく0.

05)

「乳歯に虫歯」一乳歯に虫歯があったものは女子に

多く(65.8%),男女の間に差がみられた。(すべてp<

0.01)

「歯ぐきからの出血」一歯ぐきから出血したことが

よくあった,たまにあったを含めると男女とも小学校

高学年から,中学生時,高校生時にかけて変化がみら

れ,大学生時にわずかに減少した。すべての年代で男

子の方が比率が高く,男女間で有意な差がみられた。

(中学生時のみP<0.05,他はp<0.01)

「歯ぐきの腫脹」一歯ぐきが腫れたことがよくあっ

た,たまにあったを含めると男子は中学生時から高校
一
生時に,女子は小学校高学年,中学生時,高校生時に

かけて変化がみられた。前記同様にすべての年代で男

子の方が比率が高く,男女間で有意な差がみられた。

(中学生時・高校生時のみp<0.05,他はp<0.01)

「歯石除去」一歯石をとったことがよくあった,た
ー

まにあったを含めると男女とも高校生時に最も多く

なったが,男子は小学校低学年時の16.6%から26.3%

への変化であり年代で大きな変化ではなかった｡一方,

女子は小学校低学年時の9.1%から30.0%と大きく変

化している。小学校低学年時,小学校高学年時に男女

間で有意な差がみられた。(すべてp<0.01)

｢80歳20歯｣-80歳で歯が20本あることに自信があ

る回答したものは男子の方が多く32.6%に対し,女子

は24.0%であった。男女間で有意な差がみられた。

(p<0.01)

IV.考 察

厚生省歯科疾患実態調査(平成5年)13)によれば,日
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生活習慣等についてみると,年代が進むにつれ,夜

型の生活へと移行していることはよく報告されてお

り,その結果として,睡眠時間の減少,夜食の増加と

朝食の減少があげられる。本調査においてもこのパ

ターンは変わっていなかった。よく指摘される朝食抜

きに関しての近年報告3)･4)･8)~12)･14)には研究者により幅

があるが,摂食率は大筋において小学生で85-95%,中

学生で75-85%,高校生で70-80%,大学生で60-80%と

いえる。女子の中には朝食を摂らない理由として,太

りたくない・ダイエットをあげているものもい

る1o)･11)･15)。富田ら16)は児童生徒において朝食非摂取者

は摂取者に比べ,疲労感が大きいことを認めており,

正しい食習慣の確立が求められることは言うまでもな

い。今回の調査では,食事の不規則,エネルギー摂取

量の不足,運動不足,生活パターンの不規則,排便障

害,ストレスの蓄積など,大学生に不健康状態の訴え

(回答)が多くなった。さらに,栄養摂取等からみる

と,高校生時から大学生時にかけての急速な栄養摂取

率の低下とアンバランスがあげられる。特に,ビタミ

83--
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表4 歯科保健等に関する年代区分別および男女別回答数(%)と関連性

女子 -

〔表2~4に共通〕

・総数,男子n=558.女子nこ919o %は無回答数を除いて計算。

・両隣の年代区分間のχ2検定,・:P<0.05, ･≫:p<0.01

・年代区分別男女間のχ2検定,†:P <0.05,↑↑:p<0.01

本人の永久歯のう歯有病者率は,平成5年には85.6%

であり,昭和44年以降年次推移はあまり変化せず高率

のままである。また,一人当たりの平均う歯数は9.1本

であり,全体的には増加傾向であるが,若年齢層につ

いて言えば前回の調査(昭和62年)14)よりは減少傾向を

示している。一方,歯肉炎や歯周炎などの歯肉疾患の

ある者は全体で68.1%であり,15~24歳で63.9%,

45~54歳で85.2%を示し,年齢が高くなるにつれ急激

に増加する。ただ,若年齢層の歯周疾患者数は以前よ

りは低下しており,年々改善されている。この意味で

は,近年の乳幼児期,学童期の歯科保健指導が着実に

成果をあげているといえる。しかし,まだまだ全年齢

層に指導や教育が推進されている状況とはいえない。

そこで全国の男子大学生558名,女子大学生919名を

対象として,彼らの小学校低学年時,小学校高学年時,

中学生時,高校生時および現在時における生活習慣等,

栄養摂取等,甘味嗜好等,歯科保健行動等についてア

ンヶ一トによる調査を行い,健康意識の変化や継続性

について年代区分別,男女別に比較検討した。
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ン類,無機質食品の摂取不足がめだつ。その理由とし

ては,生活スタイルの変化に伴う夜食型かつ朝食抜き

の食事,下宿等自宅外通学にともなう簡便な食事,加

工食品,外食,保健食品による代用が多くなるなどが

野菜類の摂取機会を著しく低下させていることがあげ

られよう。しかし,健康意識があればバランスのよい

栄養摂取も高まり,食品の組み合わせにもおのずから

工夫が導き出される。

さて,女子においてはやせ願望として,ダイエット

行動17)甘味(砂糖入り)食品の制限18)は身近な実践行

動である。すなわち,高カロリー食品,砂糖入り食品

は,肥満,鯖蝕,糖尿病などにつながるという見方で

ある。このことは単純に直結させることは実際上正し

くないが,このイメージは根強い。従って,栄養面か

らみられるこれらの不健康状態は男子より女子に多く

みられる傾向であった。特に近年は女子におけるダイ

エット行動は低年齢層にも広がってきており,本報告

では中学生時には20%の実施率であったが,現在の中

学生の実施率が40%の報告19)もみられ,栄養摂取のあ

り方をも含めた適正体重の維持指導が重要である。

注目すべきこととして,近年清涼飲料の摂取が急速

に伸びている“1)。これには,深夜コンビニの営業,自

動販売機の普及,品種の多様化,低カロリー化を目的

とした代替甘味料の普及,さらにペットボトルが手頃

なサイズになったことが大きい。本調査同様に男子の

利用率が多いことは認められており15)特に中学・高校

生世代に非常に受け入れられている。清涼飲料の成分

の理解を深め,過剰飲用や機能性飲料の過信に陥らな

いようにすることも保健指導として取り入れなければ

ならない201,21)。

Breslowら22)は成人に対して健康のために7つの習

慣(seven practices)を提示した。すなわち,①7~8

時間の睡眠,②規則正しい朝食,③間食をとらない,

④余暇時間に適度な身体的な活動,⑤アルコールは適

量か全く飲酒しない,⑥全く喫煙しない,⑦適正な体

重と身長である。今回の大学生時における調査結果か

らその実行率を照らし合わせてみると,睡眠は男子

40%,女子50%,朝食は男子40%,女子60%,間食は

男子50%,女子30%,運動は男子75%,女子40%,ア

ルコールは男子95%,女子95%,タバコは男子60%,

女子90%であった。(体重身長についてはデータなし｡)

多くの項目で確立しているとはいえない。

また,大河原ら1)は,多くの学生は,運動･栄養･休

養に対して不足感をもっていたが,実践意欲に乏しく,

不足を感じているほど健康度は低かったと述べてい

る。さらに,松田ら8)は疲労感の直接的原因として食生

活と生活習慣を認めている。本調査項目の回答からも

健康意識を持っているものは大学生時で約40%と低

く,生活習慣病,成人病対策などを自覚していかなけ

ればならない年代としては,健康を意識するものが

もっと増加する必要があると思われる。正しい生活習

慣,栄養摂取は健康歯維持につながる基本的で不可欠

な行動である。

歯科保健行動等についてみると,かかりつけの歯科

医院,歯疾患の早期治療,定期的歯科健診の実行者は

大学生時には小学生時の1/2から1/3に低下する。特に

男子はすべての年代で女子より率が低い。さらに,歯

ぐきからの出血,歯ぐきの腫脹も高校生時が最も訴え

者が多いものの,大学生時においても多く,また,す

べての年代で男子の方が女子より率が高い。これらを

みると,男子の方が健康歯維持のための歯科保健行動

については実践力がやや劣るといえる結果であった。

一方,80歳で20本歯が残っていることに対する自信は,

男子の方がもっていた。その理由として,女子のほう

がう歯率が高い(永久歯 女子61%,男子55%),平均

喪失歯数が多い(女子6.4本,男子5.2本)という現実

的な事実,さらには,ダイェットによる欠食,甘味嗜

好と間食など不適正な栄養摂取,運動不足,ストレス

など将来にわたっての健康維持の不確定な要因などが

8020に対する自信の無さにつながっていると考えられ

る。

80歳で20歯保有者が増加してきているとはいえ,

8020実践者の数値を高めるためには全世代を通しての

歯科保健指導の果たす役割は大きい23)。しかし,現状を

みると,中学生までは学校歯科健診や保健指導などで

自分の口腔衛生の状況について知る機会は提供される

ものの,高校生ではこれらの機会はかなり減り,大学

生や口腔内疾患が増加し始める30~40歳頃において

は,口腔衛生の教育と接することはほとんどなくなる。

従ってこの時期は,口腔内の健康についての実践が薄

くなる,いわば｢口腔衛生空白期間｣といえる。例え

ば,成人(20~40歳)を対象とした愛知県の調査24)では,

歯についての健康意識や関心を示す者は80%以上と非

常に高いものの,実践行動には結びついていないと報

告している。河端ら25)笹原ら26)は,この時期の母親の

歯科保健に対する態度や経験が子どもの歯科受診状況

と関連が高いと述べており,さらに,水野ら27)森田

ら28)･29)は60~80歳対象とした調査で,それまでの意識

や行動一すなわち過去における｢(親の)しつけ｣,｢間

食｣,｢甘味嗜好｣,｢食生活｣,｢口腔健康管理｣などーが

その後の高年代時の口腔環境や保有歯数に大きく影響

する要因としてあげられると述べている。これらは,

青年期,壮年期においても歯科保健意識と実践行動の

必要性を指摘しているといえる。

以上を踏まえれば,基本的ではあるが家庭・学校・

社会歯科保健が生涯にわたって推進され,実践される

ことが重要である。

V.お わ り に

全国の男女大学生を対象として,彼らの小学校低学
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男女大学生の小学生時から大学生時(現在時)の生活習慣,栄養摂取および歯科保健行動に関する調査研究

年時から大学生時(現在時)における生活習慣,栄養

摂取,歯科保健行動等についてアンヶ-トによる調査

を行い,年代区分別,男女別に比較検討した。

総じていえることは,女子は食生活習慣も含めて栄

養摂取面で不健康さがめだち,男子は歯科保健行動面

で不健康さがめだつといえる。また,小学校高学年時

と中学生時の間に,高校生時と大学生時の間に意識や

行動の変化がみられた。このことは,低年齢時には習

慣確立のための知識や技術の理解と実践をめざすこ

と,そして成人にむかっての健康維持への再教育の必

要性を示したといえる。

引続き,大学生と高年代者との調査結果を比較検討

しており,各年代における生活習慣,栄養摂取,歯科

保健行動の相互の関連性や健康歯維持のための保健指

導のあり方,さらに,健康行動や意識の継続性の観点

から研究を進めたい。

最後に,本調査研究にご協力いただきました各大学

の先生方および学生の皆様に心より厚くお礼を申し上

げます。本研究の一部は文部省科学研究費補助金(平

成9･10年度課題番号09672101,平成11･12年度課

題番号11672042,代表 渡漫貢次)による。また,研

究の要旨は東海学校保健学会(1999,鈴鹿市)で発表

した。
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